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Summary

Becauseofthepooryieldresponseofsoybeantochemicalfertilizer,manyfarmerscultivatesoybealiwithoutthis
treatment,althoughthereisaconcernaboutsoildegradation.Fieldexperimentwasconductedwhenthecropping
sequencewasasfbllows:rice,wheatandsoybean,inordertoexaminetheeHbctsoffertilizeromissionandremoval
ofriceandwheatresiduesonsubsequemsoybeanyieldandthenutrientcontentofthesoil.Inaddition,thenitrogen
compositionofsoybeanfieldsoilwithandwithoutbasalfertilizerwassmdiedinthefanner'sfieldsinstaplesoybean
croppmgarea.
Theomissionofbasalfertilizerfbrsoybeandidnotcauseyieldreduction.Theresultsofsoilchemicalanalysisafter

soybeancmppingilldicatedasigmficantdifferenceinexchangeablepotassium,butnotintotalnitrogenandinorganic
nitrogen,betweentheconditionswithandwithoutbasalfertilizeliAslightdeclineinavailablephosphoruslevelswas
alsoobservedwithbasalfertilizeromission.Therestorationofriceandwheatstrawdidnotinfluencetheyieldof
fbllowingsoybean,orthetotalnitrogenandinorganicnitrogencontentofthesoil,butitreducedavailablephosphorus
contentofthesoil.
Nitrogencompositionoftheno-tillagesoybeanfieldsoilwithandwithoutbasalfertilizerwasdeterminedby

thesequentialextractionmethod.Nosignificantdifferencewasobservedintheamountoftotalnitrogenandthe
compositionofnitrogenbetweentheconditionswithandwithoutbasalfertilizelLAlthoughaslightdeclineinavailable
phosphorusievelswasalsoobsefvedinthefieldswithoutfertilizel3thisdeclinecouldnotbeascribedtofertilizer
omissionbecauseofthehighercropyieldandphosphorusuptakeobservedinthese6elds.
Accordingtoourresults,theomissionofbasalfertilizerfbrno-tillagesoybeandoesnothaveanydetrimentaleffects

onsoybeanyieldandnitrogenstams;howevel;itisnecessarytomonitorthelevelsofexchangeablepotassiumand
availablephoSphorusbysoildiaglosis.
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場の方が高かったと報告している(1).基肥省略圃場
では苗立ち率が高かった結果，単位面積当たりのダ
イズの生育量が旺盛であったと推測され，作物根や
微生物の活動に由来してPEONが増加した可能性が
否定できない．
また，アンモニウム態窒素を多く含むと考えられ

る画分Ｂが基肥施用の有無にかかわらず栽培に伴っ
て減少したことについては，硝化作用，作物による
吸収が関与すると推測されるが，本試験結果からで
は不明であり，今後検討する必要がある．
可給態リン酸量には，基肥の有無による差も，栽

培に伴う変化も有意では無かった（表2)しかし
ながら，作付後の可給態リン酸量の基肥施用圃場と
基肥省略圃場の差は作付け前に比べ拡大する傾向に
あった．可給態リン酸量が基肥省略圃場で栽培後に
大きく低下したことには．，リン酸施用を行っていな
いことばかりでなく，前述したとおり基肥を省略す
ると単位面積当たりのダイズの生育量が大きく(1)，
リン酸吸収量も大きくなったことが影響したと考え
られる．

画分の栽培に伴う変化には，基肥の有無の影響がわ
らの持ち出しの影響と共に認められなかったことか
ら，窒素については無施肥栽培を行っても問題がな
いことが確認された．一方で，基肥省略の継続によ
り土壌の可給態リン酸と交換性カリウムが低下する
傾向が認められたすでに，ダイズを無施肥栽培
で6連作した場合，土壌の交換性カリと全リン酸が
低下したことが報告されている(11).本試験の結果
から，不耕起播種ダイズ栽培においてもリン酸とカ
リの施肥省略については注意が必要であると示唆さ
れた．農林水産省による地力増進基本指針('2)によ
ると，可給態リン酸の改善目標は一般的な水田では
乾土100gあたり１０mg以上，黒ボク土や多湿黒ボ
ク土でない畑では１０mgから７５mgとされている
基肥省略を行った現地試験圃場の可給態リン量は，
12.8mg/1009と改善目標値の下限に近い値であるこ
とから，本現地圃場ではリン酸については分析値を
参考にしながら施肥を行う必要がある．
今後は，基肥省略の長期的な影響を検討するとと
もに，土壌診断に基づいたリン酸，カリウムの適切
な補給や，ダイズ栽培時に収奪される養分を前作コ
ムギ栽培時に追加施用するような総合的な施肥体
系(動を導入する必要がある．

３ ° ま と め
水田輪作体系の不耕起播種ダイズにおいて無施肥
栽培を行った結果，土壌の全窒素及び各土壌窒素

Ⅳ 摘 要

中央農業総合研究センターの水田圃場においてわ
らの還元の有無と基肥省略の影響について，茨城県
筑西市の単一の生産組織が耕作する現地農家圃場に
て基肥省略が土壌養分に及ぼす影響を，不耕起ダイ
ズ作条件下で検討した．場内試験の結果から．わら
の持ち出し及びダイズ作付時の基肥省略による土壌
中の全窒素量と可給態窒素量への有意な影響は見ら
れず，また現地試験においても，全窒素量と逐次抽
出で得られた窒素構成への影響は認められなかっ
た．一方，場内試験では基肥の省略によって土壌の
交換性カリウムが低くなり，可給態リン酸量もやや

低くなる傾向が認められ，現地試験でも有意では無
いものの可給態リン酸量の低下が見られた現地試
験のダイズ子実収量は基肥省略圃場の方が基肥施用
圃場より多収であったため，基肥省略圃場ではリン
酸施用を行っていないことばかりでなく，大豆の生
育量が大きくリン酸吸収量も大きくなったことによ
り可給態リン酸量が低下したと考えられた．
以上のことから，不耕起ダイズ作では基肥省l略が

窒素肥沃度に及ぼす影響は小さいと考えられた．一
方，交換性カリウムは低下することが示され，可給
態リン酸量についても低下の可能性が示唆された


